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島
か
ら
な
る
珊
瑚
礁
の
島
に
は
昭
和
十
四

年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
気
象
観
測
所
と

灯
台
の
建
設
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
大
東

亜
戦
争
の
勃
発
で
工
事
は
中
断
さ
れ
た
が
、

昭
和
六
十
二
年
に
島
の
保
全
工
事
と
と
も

に
気
象
観
測
所
が
設
置
さ
れ
、
平
成
十
九

年
に
は
灯
台
も
設
置
さ
れ
た
。

第
一
次
安
倍
内
閣
の
平
成
十
八
年
に
教

育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、《
教
育
の
目
標
》

第
二
条
の
五
に
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重

し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国

の
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
…
」
が
明
記

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
習
指
導
要
領

に
は
そ
の
趣
旨
が
敷
衍
さ
れ
て
ゐ
る
。
公

式
の
地
図
に
は
北
方
領
土
や
竹
島
を
含
め

た
排
他
的
経
済
水
域
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

尖
閣
諸
島
周
辺
に
は
連
日
中
国
公
船
が
押

し
寄
せ
て
、
我
が
国
の
漁
船
は
近
付
け
な

い
。
ま
た
先
年
、
小
笠
原
諸
島
近
海
で
中

国
船
に
よ
る
海
底
の
珊
瑚
強
奪
な
ど
の
事

件
が
あ
っ
た
。
沖
ノ
鳥
島
は
島
で
は
あ
る

が
、
中
国
な
ど
は
単
な
る
岩
礁
だ
と
し
て

我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
を
認
め
な
い

姿
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。

奪
は
れ
た
領
土
の
返
還
交
渉
は
重
要
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
島
嶼
に
つ
い
て
の

国
民
の
認
識
が
あ
ま
り
に
も
不
足
し
て
ゐ

る
と
思
ふ
。
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
の
鉱
物
資

源
の
み
な
ら
ず
、
漁
業
資
源
や
安
全
保
障

な
ど
の
問
題
へ
の
理
解
を
含
め
た
「
我
が

国
の
郷
土
を
愛
す
る
」
心
を
涵
養
す
る
た

め
に
も
領
土
教
育
の
更
な
る
充
実
を
強
く

望
む
。	

（
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

世
界
遺
産
の
小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て

は
幕
末
に
英
米
が
領
有
を
狙
っ
て
ゐ
た
が
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
当
時
の
老
中

が
書
簡
で
我
が
国
の
領
有
確
認
を
申
し
入

れ
、
翌
年
に
外
国
奉
行
水
野
忠
徳
が
人

口
調
査
を
行
っ
て
実
効
支
配
に
近
付
い
た
。

そ
の
後
、
生
麦
事
件
な
ど
が
あ
り
、
全
島

民
な
ど
を
引
き
上
げ
て
、
明
治
維
新
を
挟

ん
で
無
策
状
態
が
続
い
た
が
、
明
治
九
年

に
至
っ
て
正
式
に
諸
外
国
に
通
知
を
行
っ

て
領
土
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
小
笠
原

諸
島
の
こ
と
を
学
ぶ
際
に
は
、
単
に
領
土

問
題
だ
け
で
な
く
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期

の
歴
史
の
流
れ
を
細
か
く
考
察
す
る
こ
と

を
学
生
に
指
導
し
て
ゐ
る
。

日
本
国
土
最
東
端
の
南
鳥
島
に
は
現

在
、
気
象
庁
の
観
測
所
と
海
上
自
衛
隊
の

航
空
派
遣
隊
が
置
か
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の

島
に
つ
い
て
は
学
生
の
認
識
は
余
り
無
い
。

一
八
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
船
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
「
マ
ー
カ
ス
島
」
な
ど
と
呼
ば
れ

た
が
実
効
支
配
は
な
く
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
に
静
岡
県
の
斎
藤
清
左
衛
門

が
労
働
者
二
十
名
を
連
れ
て
漁
業
と
捕
鳥

を
始
め
て
、
三
年
後
に
東
京
府
の
水
谷
新

六
が
政
府
に
貸
し
下
げ
を
願
ひ
出
て
許
可

さ
れ
、
事
業
を
拡
大
し
た
。
そ
の
後
ア
メ

リ
カ
人
の
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
と
の
領
有
問
題
が

起
っ
た
が
ア
メ
リ
カ
政
府
が
却
下
し
、
我

が
国
の
領
有
は
変
ら
な
か
っ
た
。

我
が
国
の
最
南
端
に
あ
る
沖
ノ
鳥
島

が
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
六
年

の
こ
と
で
あ
る
。
北
小
島
・
東
小
島
の
二

領
解
説 

地
理
歴
史
編
』
の
「
地
理
総
合
」

「
地
理
探
究
」「
日
本
史
探
究
」
で
も
同
様

の
記
述
が
あ
る
。

現
行
学
習
指
導
要
領
か
ら
領
土
問
題

の
学
習
が
強
調
さ
れ
、
新
学
習
指
導
要
領

も
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
記
述
に
な
っ
て
ゐ
る
。

私
は
大
学
の
教
職
課
程
で
「
社
会
科
教
育

法
」「
地
理
歴
史
科
教
育
法
」
の
講
義
を

担
当
し
て
ゐ
る
。
我
が
国
は
島
国
で
あ
り
、

竹
島
や
北
方
領
土
だ
け
で
な
く
、
小
笠
原

諸
島
・
南
鳥
島
・
沖
ノ
鳥
島
・
尖
閣
諸
島

な
ど
が
如
何
に
し
て
領
土
に
編
入
さ
れ
た

か
を
、
先
人
の
労
苦
を
紹
介
し
な
が
ら
学

生
に
考
察
さ
せ
る
や
う
に
努
め
て
ゐ
る
。

中
学
校
の
社
会
科
歴
史
的
分
野
の
中
の
、

明
治
初
期
の
「
領
土
の
画
定
」
で
は
北
方

領
土
や
琉
球
の
問
題
を
取
り
扱
ふ
が
、
外

交
史
料
や
唱
歌
「
蛍
の
光
」
四
番
の
歌
詞

を
紹
介
し
て
意
見
を
求
め
て
ゐ
る
。
ま
た

学
生
と
共
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
画
「
氷
雪
の
門
」

を
視
聴
し
て
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
樺
太

の
悲
劇
を
紹
介
し
、
他
の
史
料
と
併
せ
て

北
方
領
土
に
つ
い
て
討
論
さ
せ
て
ゐ
る
。

二
月
七
日
が
「
北
方
領
土
の
日
」、
二

十
二
日
が
「
竹
島
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

ゐ
て
、
領
土
返
還
に
係
る
式
典
が
毎
年
挙

行
さ
れ
る
。
北
方
領
土
に
つ
い
て
は
現
在

ま
で
返
還
交
渉
が
行
は
れ
て
を
り
、
そ
の

成
果
が
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
竹
島
に
つ

い
て
は
殆
ど
そ
の
動
き
が
見
え
な
い
。
平

成
二
十
九
年
に
告
示
さ
れ
た
『
中
学
校
学

習
指
導
要
領
解
説　

社
会
編
』
に
は
、
地

理
的
・
歴
史
的
・
公
民
的
の
三
分
野
で
領

土
問
題
が
明
記
さ
れ
「
我
が
国
の
立
場
が

歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も
正
当
で
あ
る
こ

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
」（
歴
史
的

分
野
）
と
書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
中
で
は
、

「『
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
我
が
国
の
固
有

の
領
土
で
あ
り
、
領
土
問
題
は
存
在
し
な

い
こ
と
も
扱
う
こ
と
』（
内
容
の
取
扱
い
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
に
我
が
国
が
有
効

に
支
配
し
て
お
り
、
解
決
す
べ
き
領
有
権

の
問
題
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
…
そ

の
位
置
や
範
囲
と
と
も
に
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」（
地
理
的
分
野
）
と
書

か
れ
て
ゐ
る
。『
高
等
学
校
学
習
指
導
要

  

領
土
教
育
の
充
実
を

　
　

 —

あ
ま
り
に
も
低
い
国
民
の
認
識—
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